
（教職員用）

前期　学校自己評価のまとめ

　　４　　→　　よくあてはまる　　　　　　　 　　 （９割以上の達成状況） ＋２点

　　３　　→　　ややあてはまる  　　　 　　 ＋１点

　　２　　→　　あまりあてはまらない　  　　 －１点

　　１　　→　　あてはまらない 　 －２点

4 3 2 1

前 4 10 0 0 1.29

後 5 10 0 0 1.33

前 4 9 0 0 1.31

後 4 11 0 0 1.27

前 3 11 0 0 1.21

後 3 12 0 0 1.20

前 6 8 0 0 1.43

後 5 10 0 0 1.33

前 10 4 0 0 1.71

後 10 5 0 0 1.67

前 2 11 1 0 1.00

後 6 8 0 0 1.43

前 7 7 0 0 1.50

後 7 8 0 0 1.47

前 6 7 0 0 1.46

後 6 8 0 0 1.43

前 4 9 0 0 1.31

後 8 4 2 0 1.29

前 7 5 1 0 1.38

後 5 9 1 0 1.20

前 4 9 0 0 1.31

後 4 10 0 0 1.29

前 4 7 2 0 1.00

後 3 9 2 0 0.93

1.36

1.50

1.45

1.34

1.38

1.38

1.38

1.41

1.08

11

学校教育目標

学校評価・情報提供

教育課程

5

教育課程 7

6

教職員はわかる授業を目指してねらいを提示し
発問や板書、指導方法を工夫している

12

学習指導 10

読書感想文の本の選定時間の確保。

　生徒の学習意欲を考慮し、個に応じた指導や
小人数指導などの工夫・改善が図られている。

生徒に家庭学習を推進し生徒の学ぼうとする力
の充実に努めている

　学校図書館を計画的に利用し、読書活動に積
極的に取り組んでいる。

4

　教育課程の実施に必要となる各教科等別の年
間指導計画や週案などが適切に作成され、かつ
実施されている。

　学校評価等の結果を踏まえ、学校便りや学年・
学級便りの発行を通して、学校に関する様々な情
報を提供している。

地域社会へ向けて各便りが届けられてい
る。

　校長の経営理念の下、学校教育目標の具現化
に向けた取組が実践されている。

3
　全教職員の共通理解の下、「学校が好きだ」と
言える生徒の育成を図るために、具体的な取組
が実践されている。

・現状でもよいが、生徒会等が中心となって、
本校や地域の良い点を校内や地域へアピール
する活動もあれば、さらに望ましい校風が作れ
るのでは。

1
　学校は生徒の良き可能性を認め生徒の夢とここ
ろざしを育む取り組みをしている

2

｛夢をもたせるためには｣の体験的学習が
充実させられるとよい。

1.32

1.11

1.11

平成３０年度　深谷市立豊里中学校　学校自己評価（前・後期）
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（６割以上９割未満の達成状況）　
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改善の方策として考えられること期評価対象
番
号

深谷の子「６つの誓い」の具体的な取り組みが実
践されている市の教育

ミッション・ビジョン

支援教員数が増えるとよい。

・以前は１日１Ｐを達成できていない生徒は、ク
ラスで数名いるかいないかだったが、今年はか
なり増えた。
・家庭学習ノートの達成率にクラスによって差
が出てしまう。足並みをそろえるとよい。

書画カメラ以外の使用率が低いのでは。

各学年、学級において、差が生じている。
すべての学年、学級において、図書館利
用が活発化されるとよい。

ICTを活用した授業が工夫されている

日課表や週時程の設定が適切である。

適切であり、わかりやすい。

若干の時数の差が生じてしまうことがある。月
曜･金曜の時間が確保される工夫を入れると
助かる。

8

9



前 6 6 1 0 1.31

後 8 5 0 1 1.36

前 6 8 0 0 1.43

後 8 5 2 0 1.27

前 6 8 0 0 1.43

後 6 8 0 1 1.20

前 5 9 0 0 1.36

後 7 8 0 0 1.47

前 3 8 2 0 0.92

後 2 12 0 0 1.14

前 0 14 0 0 1.00

後 3 12 0 0 1.20

前 6 8 0 0 1.43

後 6 9 0 0 1.40

前 8 6 0 0 1.57

後 5 9 1 0 1.20

前 8 6 0 0 1.57

後 6 9 0 0 1.40

前 5 9 0 0 1.36

後 6 9 0 0 1.40

前 5 9 0 0 1.36

後 6 9 0 0 1.40

前 7 7 0 0 1.50

後 6 8 1 0 1.27

前 6 8 0 0 1.43

後 7 7 1 0 1.33

1.25

0.82

1.04

1.41

1.58

1.45

1.36

1.36

1.08

1.21

1.32

1.36

1.32

生徒指導

18

17

16

20

24

23

　交通安全指導が適切に行われている。

　学校行事や生徒会活動は計画的に実施されて
おり、生徒に感動があるよう工夫・改善されてい
る。

　総合的な学習の時間は、計画的な指導と適切
な学習内容で行われている。

　学級活動等を通して望ましい集団の育成が図ら
れている。

　生徒が思いやりをもち、お互いを支え合い好ま
しい人間関係が築けるよう指導している。

　校内の研修課題を明確にし、実践的な授業研
究が組織的、継続的に実施されるなど、授業の工
夫・改善を図られている。

道徳教育

特別活動

総合的な
学習の時間

研修（資質向上）

人権教育

25

22

19

15

14

13

21

各学年で取り組んでいる内容と今後の方針を
共有する。特設の会議も必要になってくるので
は。（学年の状況についてを全体で改善策を
考える等）

　掃除が行き届いており、校舎内外がきれいであ
る。

　生徒指導において、家庭・地域社会・関係諸機
関との緊密な連携が図られている。

　教育相談体制が整備され、機能している。

　・いじめ防止等、問題行動への生徒指導体制が
整備され、機能している。

　人権尊重についての意識や感性を高める指導
が行われている。

　年間指導計画に基づいた指導がなされ、授業
時数が確保されている。

　清掃分担及び清掃指導が適切に行われてい
る。

指導はしているが、交通ルールを
守れない生徒がまだいる。

分担が多い箇所があるので、指導が行き届か
ないこともある。教員の人数的な問題もあるの
で、仕方ない部分でもある。

計画が遅れがちな部分がある。余裕を
もった取組が進められるとよい。

道徳授業の充実。



前 4 10 0 0 1.29

後 4 11 0 0 1.27

前 5 9 0 0 1.36

後 7 8 0 0 1.47

前 4 10 0 0 1.29

後 7 8 0 0 1.47

前 11 3 0 0 1.79

後 10 5 0 0 1.67

前 6 8 0 0 1.43

後 5 10 0 0 1.33

前 6 8 0 0 1.43

後 7 8 0 0 1.47

前 7 7 0 0 1.50

後 5 10 0 0 1.33

前 10 4 0 0 1.71

後 10 5 0 0 1.67

前 7 7 0 0 1.50

後 6 9 0 0 1.40

前 6 8 0 0 1.43

後 7 8 0 0 1.47

前 3 11 0 0 1.21

後 4 10 1 0 1.13

前 4 10 0 0 1.29

後 5 9 1 0 1.20

1.46

1.46

1.68

1.43

1.25

1.07

1.10

1.12

1.38

1.39

1.68

1.36

37

安全教育

健康教育

特別支援教育

情報教育

進路指導・
キャリア教育

　ＩＣＴや情報通信ネットワークを効果的に活用で
きる学習活動が実践されている。

33
　生徒の日々の健康状態を把握したうえで指導
がなされている。

よく活用できているとは言えない。

情報に関する指導は、行き届いていると
は言い切れないと感じる。

　情報モラル教育を推進するために、その指導が
組織的、意図的、計画的に実施されている。

35
　校内支援委員会、特別支援教育コーディネー
ター、校内研修等の校内支援体制が整備され、
適切に機能している。

　家庭や地域の保健関係諸機関との連携が図ら
れている。

　生徒の安全について家庭や地域の関係諸機
関・団体との連携が図られている。

　安全点検が定期的に実施されている。

　進路指導・キャリア教育体制が整備され、機能
している。

　学校安全計画・危機管理マニュアル等が作成さ
れ、活用されている。

　進路に関して、生徒及び保護者への連絡や適
切な情報提供を行っている。

26

　心のケアの体制が整備され、健康相談活動が
実施されている。

　学校保健計画等が作成され、適切に実施され
ている。

36

34

32

31

28

27

30

29

危険箇所は地域の方からあげていただく
のが良いと思う。



前 5 9 0 0 1.36

後 7 8 0 0 1.47

前 4 10 0 0 1.29

後 7 7 1 0 1.33

前 6 8 0 0 1.43

後 7 8 0 0 1.47

前 6 8 0 0 1.43

後 7 8 0 0 1.47

前 6 8 0 0 1.43

後 5 10 0 0 1.33

前 5 9 0 0 1.36

後 5 10 0 0 1.33

前 7 7 0 0 1.50

後 5 10 0 0 1.33

前 7 7 0 0 1.50

後 7 8 0 0 1.47

前 6 8 0 0 1.43

後 5 10 0 0 1.33

前 7 7 0 0 1.50

後 7 8 0 0 1.47

1.21

1.39

1.36

1.00

1.50

1.32

1.46

1.39

1.46

1.25

47

45

46

41

40

44

　個人情報を保護するために、情報管理が徹底さ
れている。

学校は環境美化に努めている

備えられた教材・教具や教室等の施設を有効に
活用している

教室、廊下、校舎内の掲示物など、教育環境を
設備している。

保護者、地域住民
等との連携

　保護者や地域の人々と接する機会を多く持って
いる。

　ＰＴＡ、地域団体との連絡は密に行われている。

　保護者や地域への情報発信は十分できてい
る。

43

42

39

組織運営

38

　校務分掌の分担により組織が機能的に働いて
いる。

　会議や職集は情報交換と連絡調整・課題検討
の場として有効に機能している。

仕事を信頼と協働の意識を持って取り組んでいるその他

教育環境整備


